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会社概要

◦ 事業所名 ：板倉プレス工業株式会社

◦ 代表取締役 ：板倉良栄

◦ 事業内容 ：精密金型設計、製作 金属プレス加工

◦ 従業員数 ：10名



自社の課題と実験
前の管理方法

１：製品の箱詰め、検品を内職者を雇用し依頼をし
ているが現在の管理方法では時間がかかり、これ以
上の雇用を増やすことが難しい

２：製品の在庫数、内職者への依頼数、受注に対す
る現在の進捗率を把握するために手書きノートや
Excelを使いそれぞれ別々に管理を行っている

３：上記2点により管理業務に時間がかかり、取引
先からの受注数を増やすことが難しい状態である

また、管理業務は時間外にて行っているため残
業業務が発生する。



課題解決に向けて思い描いていたこと

内職者の成果、製
品の納品、在庫数、
発送数、賃金を一
元で管理したい

誰でも使用できる
ソフトで入力の手
間を少なくしたい

集計の手間を簡略
化することでより
多くの内職者雇用
を増やしたい

雇用を増やすこと
で受注量を増やし、
増益につなげたい

このような希望をかなえつつ
以下の点を管理できるようにしたい

１：内職者の実績・賃金
２：製品の在庫数
３：製品用の空き箱数
４：当月の納品個数
５：受注数に対しての進捗
６：納品物のトレサビリティ



検証内容

◦ サイボウズ社のクラウドシステムKintoneを利用

し実証実験を行った。

◦ 今回管理、把握したい箇所を明確化し入力の手間

を極力少なくすること、必要な数値を導き出すた

めの画面設計を行った。

管理を行うために必要な項目は以下の通りです。

１：内職者入力画面

２：製品登録画面

３：入荷商品、日付、個数入力画面

４：空き箱数入力画面

５：集計結果画面

以上の入力画面を設計し、管理を行うためのデータ

が抽出できるようにする



実証実験結果１
◦ Kintoneを利用することで以下の結果を出すことが出来た

〇内職者の雇用が今までは10人であったが、Kintone利用開始後2月末時点で2３人まで雇用を増やすことが出来た

〇内職者の雇用が増えたことにより受注可能数が増し、月4万5千個の受注数が7万５千個まで増やすことが出来た

〇管理業務にかかっていた時間を短縮することが出来た。今までは月20時間程度かかっていた管理業務が月40分の

作業ですべての数値を出すことが出来るようになった。

かかった時間 雇用数 受注数

導入前 ２０時間（月） 10人 45,000個

導入後 40分（月） 2３人 75,000個



実証実験結果２
◦ 今まで行っていた紙での管理がタブレットとPCを使っての作業になり保管場所等の問題もなくなった。



今後の自社ICTへの取り組み
■今回の実証実験で期待以上の効果が得られることが出来たため、今後もICTの利用を進めながら

自社に合った形で構築を行っていきたいと考えている

〇今回の結果の中にもあった受注数が増えたため、箱詰め・検品を行うための別事務所を用意し作業が行えるよ

うにしようと考えている。その中でより現場管理を行いやすくするためICTの導入を考えている

・Webカメラを使った映像を見ながらの報告、相談が出来るように

・新しい事務所内でもKintoneを利用しその場でデータの入力を行えるようにしたい

・勤怠管理も一元化し本社PCでまとめられるようにしたい

・本社サーバー内データを新しい事務所でも利用できるようにし業務効率を上げたい

これらを行うためにもICTの導入を積極的に行っていきたいと考えている。


